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プロジェクトの背景​
来間島では近年、オーバーツーリズムの影響により、ヤシガニやウミガメの生息環境が急速に悪化しました。こ

うした危機に対し、課題解決の専門組織として「次の来間島を創造する実行委員会（以下、委員会）」を来間部

落会会員有志で設置しました。翌2023年度には宮古島市の地域活性化モデル地区支援事業を活用し、ヤシガニ・

ウミガメの生態調査、勉強会の開催、情報発信を実施しました。また「ヤシガニ・ウミガメの島宣言」を掲げ、

海岸線を中心とした保全の方向性を島内外に周知し、サステナブルな着地型観光の試行を通じて、保全と地域経

済の両立可能性を検証しました。 

さらに、来間周辺（パチャ沖）の藻場がジュゴンの餌場となっていることが調査から判明し、広域生態系の視点

からも保全の必要性が高まっています。委員会は将来的な国定公園化の候補範囲への位置づけを見据えた取組を

計画しています。 

 

本プロジェクトでは、これらの活動を継続・発展させ、①生息地のモニタリング、②情報発信、③シンポジウム

を通じた教育・普及と合意形成、④持続可能な観光モデルの確立を同時並行で進めるため、外部資金が不可欠で

す。2024年度においては、おきぎんふるさと振興基金の助成を受け、当該取り組みを「来間島ヤシガニ・ウミガ

メの島宣言をして、共生の島づくりを2.0」として実施しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



各取り組みの報告 

 

①勉強会や持続的な活動の検証作業 
委員会の持続的な活動を目指すための資金調達方法についての考察。 

活動の拠点づくりや、専門家を招いてヤシガニ・ウミガメについての勉強会を実施。 

委員会の継続的運営に向け、資金調達手段を再検討いたしました。 

当初はクラウドファンディングを計画しておりましたが、①定期的な資金確保が難しいこと、②撮影・原稿作成

等の制作負荷が委員の稼働を圧迫することから、賛助会員制度（法人会員）による年会費型の運営モデルへ方針

転換いたしました。 

その結果、本年度は沖縄リゾートウェディング協会様に賛助会員としてご参画いただき、安定的な活動基盤の一

歩を築くことができました。今後も、おきぎんふるさと振興基金の趣旨に沿って活用申請を行い、地域保全活動

の持続性を高めてまいります。 

 

来間島離島振興総合センターを主たる会場として活用し、住民・事業者・行政・研究者が集い学ぶ「地域ミート

アップ」を運営いたしました。運営手順の標準化を進め、勉強会の定期開催に耐える体制整備を図っておりま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



勉強会の実施と内容整理 

（1）第1回 勉強会「宮古諸島のジュゴン講演会」 

●​ 日時：2024年10月13日（日）18:00 

●​ 会場：来間島離島振興総合センター 

●​ 講師：沖縄県環境科学センター 所長 小澤宏之 氏 

●​ 要旨：​

 

○​ 宮古諸島におけるジュゴンの知見を整理いただきました（1965年伊良部諸島での捕獲記

録、2019年の伊良部島・佐和田での目撃等）。​

 

○​ 2020年以降、ドローンによる海草藻場の面的把握と潜水調査を組み合わせ、佐和田周辺で

多数の喰み跡（採餌痕）を確認されたことをご報告いただきました。​

 

○​ 海草藻場で採取した糞の分析からジュゴンDNAが検出され、宮古島海域における生息が科

学的に裏づけられたことをご説明いただきました。​

 

○​ 今後の課題として、生息状況の継続モニタリング、個体群解析、教育普及・情報収集の強

化をご提起いただきました。 

 



●​ 当日の様子：​

​

講師をお願いした沖縄県環境科学センター 所長 小澤宏之 氏の講話​

​



​

当日は、来間島民だけでなく、宮古島市民・観光客と幅広い層が来場し聴講しとても有意義な勉

強会となった 

 

 

 

 

 

 

 

 



（2）第2回 地域ミートアップ 

●​ 日時：2025年7月31日（木）18:30 

●​ 会場：来間島離島振興総合センター 

●​ プログラム（抜粋）： 

1.​ 主催者挨拶（次の来間島を創造する実行委員会） 

2.​ 賛助会員挨拶（沖縄リゾートウェディング協会／フォト申請・地域貢献プロジェクト） 

3.​ NTTデータ オートモビリジェンス研究所（環境保護と地域貢献のテクノロジー活用） 

4.​ 沖縄県環境科学センター 小澤氏（ジュゴン調査結果の共有） 

5.​ 沖縄県立芸術大学 藤田教授（ヤシガニと地域生態系の価値） 

6.​ 質疑応答​

 

●​ 参加者の属性：市民、行政関係者、宿泊・観光事業者、モズク漁業者、シュノーケル・SUP事業

者、ヤシガニツアー事業者など、多様な主体にご参加いただきました。​

 

●​ プログラム・講演ダイジェスト：​

募集開始後に58名もの応募者があり、環境に対する興味・関心の高まりを感じました。地域関係

者・有識者による意見交換に加え、蟹蔵氏から沖縄近海のジュゴン生態に関する知見提供があ

り、現場の目撃情報と調査の接続が進みました。ヤシガニについては「陸上で生息し海で産卵す

る」という生態的特性から、海岸線の環境保全が不可欠である点を再確認できました。 

内容について 

1. 委員会代表・大島​

活動の開始と動機：2023年に自然共生型の島づくりを始動。コロナ禍での自然回復を契機に決

意。​

取組：サンゴ産卵痕跡の記録、島民による「海上さんぽ／集落さんぽ」ツアー（2024〜）。​

ツアー開発の目的：高齢化対策・雇用創出・生きがいづくりを軸に、家族的・リピート型ツーリ

ズムを志向。​

方針：ジュゴン確認を踏まえ、国定・国立公園指定への追加を市・国に働きかけ。 



2. 沖縄リゾートウェディング協会​

対応：無許可撮影に対し許可制申請システム導入。申請料の一部を地域（来間島）還元。​

展望：古民家・ウォールアート等の資源化、「恋人の聖地」ブランディング推進。 

3. 沖縄県環境科学センター（佐川）​

調査：宮古島北部・池間・大神で動植物／サンゴ詳細調査、国定・国立公園指定の妥当性を評価

中。​

来間島：現行範囲外だが、ジュゴン生息域として将来的指定候補の可能性に言及。 

4. NTTデータ オートモビリジェンス研究所​

実証：来間島での学校・公道で自動運転（障害物回避・歩行者優先）を検証。​

提案：LiDAR等で農水産監視、夜間タコ公園巡回によるジュゴン保護支援を計画。 

5. 沖縄県環境科学センター（小澤）​

概要：ジュゴンは絶滅危惧（IUCN／環境省EN）、宮古〜八重山で生息確認。​

成果：環境DNA解析で来間近海のジュゴンDNAを検出。台湾個体が黒潮で来間到達の事例。​

仮説・課題：黒潮供給仮説を提示。国際連携、藻場保全、漁業と両立する体制構築が必要。 

6. 沖縄県立芸術大学（藤田）​

専門：沖縄の海・洞窟生物。2004年以降、来間を継続調査。​

ヤシガニについて：成熟に十数年。海岸線・森・水が不可欠。乱獲・環境破壊・交通事故で減

少、小型化と遺伝的多様性低下。タコ公園周辺で小型化顕著。​

保全策：サイズ規制・禁漁期・捕獲報告、ゾーニング、ナイトツアー規制、聖域設定。​

質疑要点：触れ合い時期の注意、ツアーの影響、条例改正、ロードキル対策。 

意見交換・総括 

共通認識：地域主導で自然保護と観光振興の両立が重要。​

地域間連携を継続し、来間発の価値発信を強化。 



●​ 制作したバナー​

 

 



●​ 当日の様子​

​

当会からの開催ごあいさつの模様​

 



​

会場には多くの方々が詰めかけた​

​



​

上から、講演をする小澤氏・蟹蔵氏・藤田氏 



②宣言の周知活動 

（1）エコアイランド宮古島広報誌「島の色」への出稿業務 

 

宮古島市のエコアイランド宮古島広報誌「島の色」11号 



 
出稿した委員会の周知ページ 

 



（2）SNS更新業務 

プロジェクト期間中の投稿数は20回となりました。 
投稿内容は、プロジェクトの内容に留まらず、島の自然や暮らしに関する投稿も加えてユーザーに飽

きられない工夫をしながら業務にあたりました。 
赤枠内が投稿したフィードです。 
 

 



 



個別の投稿内容について 
 
ウミガメの足跡調査の過程において、トピックスとなり得る事があれば投稿しました。 
目的は活動の周知なので、共感をいただけそうな投稿となるように心がけて業務を実施しました。 
下記は、調査業務について投稿。 

 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



来間島という地域を知っていただくために、島民の活動や暮らしぶりも積極的に発信しました。 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
勉強会・シンポジウム・イベント・ミートアップの開催にあたっては積極的に発信しました。 



また、開催実績についても、積極的に発信しました。 
その結果、多くの方に参加いただくことができ、また次回以降に繋げていきます。 
 

 
 

 
 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 



③ウミガメ調査 

（1）Googleマップに調査地点をマーキング 

Googleマップに調査した場所をマーキングして記録しました。 
 

 

 

 

 

 



（2 ）調査日記 

調査日記をつけて足跡や産卵の痕跡を調査しました。 

















































まとめと今後の展望 
 
本プロジェクト「来間島ヤシガニ・ウミガメの島宣言をして、共生の島づく

り2.0」を通じ、私たちは以下の成果と学びを得ました。 

1.​ 生態系保全に向けた調査の継続​
​
 ウミガメの生態調査を継続的に行い、保全活動をメンバーを中心に行いあらためて自
然の価値を認識する事ができました。今後も継続できるように努め限りある地域の自

然保護に尽力致します。​
 

2.​ 地域と外部の連携​
​
 勉強会やミートアップを通じて、多くの島民・行政・研究者・観光事業者が協力し合う
「共生の場」を築きました。​
 

3.​ 情報発信の強化​
​
 広報誌やSNSを通じ、島内外に向けて活動を周知し、来間島の自然価値を多様な層
に届けることができました。​
 

4.​ 持続可能な仕組みづくり​
​
 賛助会員制度の導入など、活動を安定的に続けるための財政基盤の一歩を築くこと
ができました。​
 

 

今後は、これらの取り組みをさらに発展させ、 

●​ 国定公園指定への働きかけ​
 

●​ ジュゴンを含めた広域生態系の保全​
 

●​ 地域の誇りと生業を両立させる観光モデルの深化​
 

を進めてまいります。 

 

 



「ヤシガニ・ウミガメと共に生きる島」——その未来を次世代に手渡すために、委員会は地域
住民とともに歩み続けます。 

この度は、貴重な機会をいただき誠にありがとうございました。 
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